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研究成果の概要（和文）：本研究は三重県伊勢志摩地域の小学校で実施した児童インフルエンザ感染の調査と、
それらの結果を解析して導き出された制御方法の成果を基盤として用い、愛知県名古屋市内の保育園と幼稚園に
おける地震・津波、気象災害などの対策の研究と教育のモデルを構築することを目的とした。職員や保護者を対
象とした研修会を年に30回程度開催し、基本的な危機管理の考え方や対策の作成法についての知識の普及がで
き、個々の関係者と共同して現地調査を実施し、それぞれに適合した災害避難のマニュアル等を作成して実際の
運用に移すことができた。本研究によって研究者と当事者とが連携して災害対策を構築するための研究教育モデ
ルが確立できた。

研究成果の概要（英文）：This study uses the results of a control method derived from a survey of 
childhood influenza infections conducted at elementary schools in the Ise-Shima area of Mie 
Prefecture and analysis of those results as the basis for earthquakes in nursery schools and 
kindergartens in Aichi Prefecture. -The purpose was to build a model of research and education on 
countermeasures against tsunamis and weather disasters. We hold training sessions for staff and 
parents about 30 times a year to disseminate knowledge about the basic approach to crisis management
 and how to prepare countermeasures, and conduct field surveys jointly with individual stakeholders.
 We were able to implement it, prepare a manual for disaster evacuation that was suitable for each, 
and put it into actual operation. This research has established a research and education model for 
researchers and parties to work together to build disaster countermeasures.

研究分野：地域災害対策
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　インフルエンザ流行というもっとも身近で大規模な感染症を自然災害のひとつと捉え、地域とともにその対策
研究を実施することでノウハウを獲得し、他の自然災害に対しても、地域主体のセルフケア意識や対策行動を育
成できることを示すことができた。特に、この方法論によって、災害弱者の特徴のほとんどを有する保育園や幼
稚園において、現実的な災害対策の教育と実践ができたことは重要である。今後、この方法論を用いて、様々に
条件が異なる地域において、その環境条件に適合した災害対策を住民主導で策定できることを証明することが期
待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
インフルエンザは、毎年必ず流行という社会現象を引き起こし、感染に関連して 1万人程度が
死亡していると推定される流行性感染症である。ワクチンや抗ウイルス薬については研究が進
展したが、流行進行の制御は困難で、感染者数も減少していない。2009 年の新型インフルエン
ザ（A/H1N1pdm09）では、WHOが早期に警報を発し、世界的な対策が取られたにもかかわら
ず、日本では国民の約３割が発症するパンデミックに至った。この状況の原因のひとつは、実際
の流行現場である地域社会に研究基盤がないために、そこで感染がどのような仕組みで広がっ
て流行が進行するのかが解明できず、対策の試行や効果の検証もできないことにある。この問題
は、地震・津波、気象災害などの対策でも同じである。 
 
２．研究の目的 
個人や地域の安全と健康を生活レベルで管理、支援、教育をすることを専門とする看護の視点
は、地域対策研究に有効と考えられるので、本研究は、流行を自然災害のひとつとして捉え、ひ
とつの行政単位での生活レベルの対策研究モデルの有効性を実証して確立し、地域災害対策の
ひとつの方法論を提示することが必要であると考えた。 
本研究の目的は以下の３つとした。 
①インフルエンザ流行地域対策の拠点を小学校に置き、流行経過を分析して制御有効点を見
出し、そこに対策教育を試行して効果を検証する「研究・教育・実践サイクル」モデルを確立す
る。 
②インフルエンザ流行対策研究が、地域の自然災害対策育成の手掛かりにもなることを実証
する。 
③それらにおいて、看護による介入や支援が効果的なポイントと方法を把握する。 

 
３．研究の方法 
これまでの研究で、個々の小学校のインフルエンザ流行は地域社会と密接につながっている
ことがはっきりしたので、有効な対策を見出すためには研究対象をさらに広げる必要があった。
また、この方法を他の自然災害対策研究にも応用し、看護の介入・支援点を知りたいので、以下
のプロセスで研究した。 
1. 流行期間中、児童とその家族、および家族縁者が自主的に詳細な健康記録をつける【研究】。 
2. 健康記録と生活付帯状況を分析して、流行進行にかかわる因子を明らかにする【研究】。 
3. 因子の知見を地域と情報共有して、有効と思われる制御法を決定し、学習する【教育】。 
4. 次期流行で制御法を試行して健康記録をとり、流行後に結果を評価する【実践】。 
5. 本研究実施者は、一貫して活動支援の立場を堅持し、地域の実施主体性を育成する。 
6. この取り組みを地域の他の自然災害対策研究にも適応して実施し、応用可能性を評価する。 
 
４．研究成果 

①小学校におけるインフルエンザ流行メカニズムの解明（三重県多気郡明和町、2014） 
  集団内における感染拡大の仕組みを解明し、効果的な制御法を確立して実用化した。 
②保育園における災害対策の研究と教育の開始（名古屋市、2015） 
  現職（名古屋市）に異動し、名古屋市立守山保育園（守山区）で防災講演を開始した。 
③保育園との保育安全支援連携協定の締結（名古屋市立守山保育園、2016） 
  防災研究活動が評価され、愛知県立大学看護学部が市立保育園と連携協定を締結した。 
④幼稚園の防災対策の開発・実践と連携協定の締結（名古屋市、2017） 
  私立幼稚園で構築した災害対応システムと教育が評価され、大学と連携協定を締結した。 
⑤保育園の防災研究・教育・実践活動の拡大（主に名古屋市、2016～現在に至る） 
  防災研究・教育の成果が認知され、活動が名古屋市全区の保育園に拡大した（図１）。 
⑥保育園の津波避難ツールの開発（名古屋市港区、2016～2018） 
  職員と共同で外部避難研究を実施し、津波避難マップとアクションカードを制作した。 
⑦保育園防災活動の波及効果と他領域からの依頼の急増（2016～現在に至る）（図２）。 
 ・子育て広場：乳幼児と保護者への災害対応教育（名古屋市守山区・中村区）。 
 ・地域医療行政職員：防災教育と避難ツールの開発（名古屋市港区・中村区・中区）。 



 ・訪問看護：災害対応教育、支援ツールの開発と実用化（名古屋市港区、三重県伊勢市）。 
 ・自治会：防災教育と対応システムの開発（名古屋市中村区、三重県伊勢市・志摩市）。 
 ・民生委員・児童委員、地域ボランティア：防災教育（名古屋市中川区）。 
⑧今後の研究への着想獲得：災害弱者の特性に合わない対策が地域防災の遅れの大きな原因で
ある。保育園を拠点にした災害対策は地域に波及し、この課題を解決するブレークスルーとな
り得る（図２）。 
⑨行政と連携した研究・教育・実践プロジェクトの開始（名古屋市中川区、2019） 
 保育園を拠点とした地域災害対策推進システムの構築には行政の協力が不可欠である。 
 このように、名古屋市全区の保育園、複数の区の行政や災害弱者関係者と継続的に研究・教育・
実践を実施しており、安定した信頼関係を構築できた。本研究の成果を発展させる拠点保育園を
管轄する名古屋市中川区とも協定締結を準備中である。従って、本研究によって「拠点保育園の
対策を近隣の災害弱者に展開し、それを地域防災対策単位として他の地域に拡大することで、よ
り広域の地域防災を推進できる（図３）」ことの証明を目指す今後の研究の環境を十分に整える
ことができた。東日本大震災を中心に発生メカニズム、人的被害を含めた被災分析、防災インフ
ラの有効性等に関する研究は多数あるが、災害弱者の被災や具体的な対策については調査報告
がほとんどである。対策の方法論を提起して実証した本研究はパイオニア的位置付けとなるで
あろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   図２．保育園を拠点とした地域災害対策推進モデル． 
 
 
 
図１．本研究を展開した名古屋市内保育園． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３．地域災害対策モデルの広域展開予想． 
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